
て
心
と
心
の
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
を

敷
設
す
る
た
め
に
努
力
し
て
参
り

ま
し
た
。

内
山
完
造
先
生
の
人
間
愛
、
博

愛
を
基
本
と
し
た
『
互
助
互
愛
』

の
精
神
、
そ
し
て
、
自
ら
を
鼓
舞

し
て
訴
え
ら
れ
た
『
先
駆
者
の
道

に
花
は
な
い
』
と
い
う
想
い
を
受

け
継
ぎ
、
力
強
く
歩
ん
で
い
き
た

い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

協
会
も
設
立
45
周
年

節
目
の
年
に
飛
躍
を

加
え
て
本
年
は
、
協
会
設
立
45

周
年
、
ま
た
、
岡
山
市
と
洛
陽
市

が
友
好
都
市
を
締
結
し
て
45
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
記
念
事
業
を
中
心
に
、
行
政
と

も
協
力
し
な
が
ら
日
中
相
互
理
解

を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
友
好
活

動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
防
止
と
戦
争
を

し
な
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
、
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
ヒ
ト
）
の
生

き
残
る
か
す
か
な
光
で
す
。

〝
大
宇
宙
大
和
楽
〟（
坂
村
真
民
）

友
情
の
絆
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
様
々
な
取
組
を
通
じ

て
、
歴
史
的
・
地
理
的
に
密
接
な

関
係
の
あ
る
中
国
と
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
友
好
の
絆
を
さ
ら
に

強
固
な
も
の
と
す
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
本
市
と
洛
陽
市
が
１
９

８
１
年
に
友
好
交
流
協
定
を
締
結

し
て
か
ら
45
周
年
と
な
る
節
目
の

年
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
内
山
完
造
生
誕
１
４

０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

し
た
。
協
会
で
は
事
業
推
進
の
た

め
の
募
金
活
動
を
実
施
し
、
資
料

収
集
や
上
海
市
と
の
連
絡
な
ど
準

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
か
ら
、
岡
山
市
の
国
際
友
好
都

市
で
あ
る
洛
陽
市
と
の
交
流
を
は

じ
め
、
日
中
両
国
の
民
間
交
流
の

推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

備
作
業
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

10
月
に
は
上
海
魯
迅
記
念
館
で

展
示
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
上

海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
及
び
虹

口
区
政
府
と
の
共
催
で
開
催
、
盛

会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
ご
支
援
頂
い
た
皆
様

方
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。内

山
完
造
記
念
事
業

ご
協
力
に
深
く
感
謝

振
り
返
り
ま
す
と
１
９
７
２

年
、
日
中
双
方
の
努
力
に
よ
り
日

中
共
同
声
明
が
調
印
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
は
、
中
華
人
民
共
和
国

が
中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ

り
、
台
湾
は
中
国
の
不
可
分
の
領

土
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
戦
争
賠
償
金
が
放
棄
さ
れ
、

日
中
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
７
８
年
に
は
日
中

平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
、
両

国
間
の
恒
久
的
な
平
和
友
好
関
係

を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
い
か
な
る

紛
争
も
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
解

決
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で

す
。
両
国
で
交
わ
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
基
本
文
書
を
遵
守
し
て
、
一
日

も
早
い
関
係
正
常
化
を
願
う
次
第

で
す
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
、
初

代
会
長
の
赤
木
五
郎
先
生
が
提
唱

さ
れ
た
『
市
民
み
ん
な
で
日
中
友

好
』を
実
践
し
、民
間
交
流
に
よ
っ

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
４
月
に
は
貴
協
会

主
催
の
市
民
訪
問
団
と
と
も
に
岡

山
市
公
式
訪
問
団
が
洛
陽
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

洛
陽
と
協
力
45
周
年

官
民
で
草
の
根
交
流

７
月
に
は
「
子
ど
も
海
外
派
遣

事
業
」
に
本
市
の
中
学
生
８
名
が

参
加
し
、
洛
陽
市
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
洛

陽
市
の
中
高
生
と
の
交
流
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
未
来
に
つ
な
が
る
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に
、
両
国
関
係
に
波
乱
が
生
じ
る

時
に
は
、
い
つ
も
地
方
・
民
間
交

流
が
共
通
認
識
を
結
集
さ
せ
、
障

壁
を
取
り
除
く
た
め
の
重
要
な
力

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

中
日
友
好
の
民
意
の
土
壌
を
絶

え
ず
育
み
、
両
国
民
の
友
好
往
来

の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
こ
そ
、
両

国
関
係
と
い
う
大
木
は
、
葉
を
茂

ら
せ
、
力
強
く
根
を
張
り
、
ど
ん

な
風
雨
の
試
練
も
乗
り
越
え
て
い

け
る
の
で
す
。

新
し
い
一
年
、
岡
山
市
日
中
友

好
協
会
に
は
、
岡
山
各
界
を
率
い

て
、
友
好
の
初
心
に
立
ち
返
り
、

友
好
の
信
念
を
固
め
、
両
国
関
係

が
正
し
い
軌
道
に
戻
る
よ
う
、
し

か
る
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
岡
山
市
日
中
友
好
協

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ジ
か
ら
、
発
展
や
成
長
の
年

に
な
る
と
言
わ
れ
る
午
年
で
す
。

都
市
の
総
合
力
高
め

未
来
を
切
り
拓
こ
う

今
年
も
、
地
域
振
興
や
街
の
賑

わ
い
づ
く
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
、

子
育
て
・
教
育
や
健
康
・
福
祉
の

充
実
、
国
際
交
流
、
防
災
対
策
な

ど
の
施
策
を
、
よ
り
力
強
く
推
し

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
新
た

な
契
機
と
し
て
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
草
の

根
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
本
市
と
洛
陽
市
、
ま
た
、
日

中
両
国
の
友
好
が
一
層
深
ま
る
年

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。迎

え
ま
し
た
新
年
は
、
後
ろ
を

振
り
返
ら
ず
前
へ
と
進
む
馬
の
イ

進
め
る
と
と
も
に
、「
心
の
豊
か

さ
」
や
「
わ
く
わ
く
感
」
を
よ
り

高
め
る
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、都
市
の
総
合
力
を
一
層
高
め
、

岡
山
市
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
市
政
へ
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

各
界
へ
歴
史
の
真
相
を
発
信
し
、

平
和
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
日
本
国
民
の
正
し
い
歴
史
認

識
の
樹
立
、
ま
た
両
国
民
の
相
互

理
解
や
友
好
感
情
の
増
進
に
、
大

き
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
皆
様
の
こ
の
一

年
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
当
館
の
取

組
み
へ
の
多
大
な
る
ご
支
持
に
、

謹
ん
で
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

中
日
友
好
の
根
幹
は
民
間
に
、

活
力
は
地
方
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ご
存
知
の
理
由
に
よ
り
、
両

国
関
係
の
政
治
基
盤
は
今
、
深
刻

な
衝
撃
を
受
け
、
両
国
関
係
は
厳

し
い
難
局
を
迎
え
て
い
ま
す
。

友
好
の
初
心
に
返
り

し
か
る
べ
き
役
割
を

こ
れ
は
両
国
民
、
そ
し
て
中
日

友
好
の
推
進
に
尽
力
す
る
全
て
の

有
識
者
の
皆
さ
ん
が
決
し
て
望
ま

な
い
状
況
で
す
。

歴
史
が
証
明
し
て
い
る
よ
う

２
０
２
６
年
新
年
に
あ
た
り
、

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
を
代
表

し
、
謹
ん
で
皆
様
に
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
戦
後
80
周
年
で
あ
り
、

中
日
双
方
が
共
に
歴
史
を
振
り
返

り
、
平
和
友
好
を
推
進
す
る
重
要

な
節
目
で
あ
り
ま
し
た
。私

た
ち
長

泉
寺
杖
心
会

は
、
10
月
16

日
か
ら
6
日

間
の
日
程

で
、
中
国
・

洛
陽
市
を
訪

れ
、
日
中
仏

教
文
化
交
流

を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

一
行
は
、

私
の
他
に
檀

信
徒
や
他
寺

院
住
職
２
名

が
加
わ
り
総

勢
18
人
で
の

訪
問
で
し
た
。

今
回
の
一
番
の
目
的
は
、
45
年

に
わ
た
っ
て
交
流
を
続
け
て
い
る

洛
陽
・
白
馬
寺
様
へ
の
参
拝
で
す
。

こ
の
度
は
、
嵩
山
少
林
寺
の
兼
務

住
職
と
な
ら
れ
た
ば
か
り
の
印
樂

方
丈
様
は
ご
不
在
で
、
代
務
の
妙

通
師
が
我
々
一
行
を
お
出
迎
え
下

さ
い
ま
し
た
。

貴
賓
室
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
日
中
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
ト
ー

ク
に
花
が
咲
く
と
と
も
に
、
白
馬

寺
様
と
長
泉
寺
と
の
友
好
交
流
の

歴
史
や
意
義
に
つ
い
て
も
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
々
か
ら
は
、
真
言
宗
祖
弘
法

大
師
著
の
『
十
巻
章
』、
並
び
に

熊
野
筆
を
お
土
産
と
し
て
奉
納

し
、
白
馬
寺
様
か
ら
は
陶
器
の
白

馬
像
と
、同
寺
創
建
に
関
わ
る『
仏

説
四
十
二
章
経
』
の
立
派
な
拓
本

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
妙
通
師
と
一
緒
に
大

佛
殿
で
般
若
心
経
を
奉
唱
し
、
広

い
境
内
を
参
拝
。
さ
ら
に
は
お
も

て
な
し
の
精
進
料
理
を
共
に
囲

み
、
美
味
し
く
楽
し
く
そ
し
て
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
友
好
訪
問
に
つ
い
て

は
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
を
始

め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
は
、
土
井
章
弘
会
長
の
ご
指

導
の
も
と
、
中
日
友
好
交
流
を
熱

心
に
展
開
、会
員
の
洛
陽
・
上
海
・

深
圳
な
ど
へ
の
訪
問
を
組
織
し
、

中
国
歴
史
講
座
や
中
日
学
生
交
流

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
貴
会
が
戦
後
80
周
年
に

あ
た
り
組
織
さ
れ
た
、
会
員
に
よ

る
ハ
ル
ピ
ン
の
侵
華
日
軍
第
七
三

一
部
隊
罪
証
陳
列
館
へ
の
訪
問
、

更
に
帰
国
後
も
積
極
的
に
関
西

「
郭
沫
若
と
岡
山　

日
中
友
好

の
礎
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
公

開
講
座
（
主
催
・
日
本
郭
沫
若
研

究
会
）
が
、
11
月
４
日
、
岡
山
大

学
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｊ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。

森
田
潔
氏
（
岡
山
大
学
名
誉
教

授
）
が
開
会
挨
拶
。
郭
沫
若
の
孫

に
あ
た
る
藤
田
梨
那
国
士
館
大
学

教
授
、
名
和
悦
子
氏
（
日
本
郭
沫

若
学
会
会
員
）、
遊
佐
徹
岡
山
大

学
教
授
が
研
究
報
告
を
し
た
。

会
場
に
は
、
研
究
会
の
会
員
や

研
究
者
ら
が
参
加
し
た
。

岡
山
市
北
区
岩
田
町
三―

二
二

電
話
　
二
三
三―

二
三
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
二
三―

三
六
四
〇

h
ttp
://
w
w
w
.o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

E
-m
a
il:o
b
c
＠
o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

　

校
　
長
　
西

　﨑

　
　
　誠

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

〒
七
〇
一―

一
二
一
二
　

岡
山
市
北
区
尾
上
神
道
山
　
　
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
八
四―

二
一
二
一

（
代
表
）

教
主
　
黒

　住

　宗

　道

黒
住
教

〒
七
〇
〇―

〇
九
〇
二
　

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　
　
　

南
田
辺
ビ
ル
二
階

電
　
話（
〇
八
六
）二
二
五―

五
〇
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
二
五―

五
〇
四
一

会
　
長
　
鍵

　本

　芳

　明

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　

電
話
　
二
二
五―

一
四
九
一
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　邉

　繁

　之

株
式
会
社
　田
辺
産
業

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
三―

六
一

電
話（
代
表
）二
三
三―

八
八
一
一

代
表
取
締
役
会
長
　
永

　山

　久

　人

下
津
井
電
鉄
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
新
屋
敷
町
一―

六―

二
六

電
話
　
二
四
一―

四
六
五
五
　
　
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　口

　晃

　大

五
洋
工
業
株
式
会
社

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます 未来につながる“互助互愛”精神で未来につながる“互助互愛”精神で（五十音順）（五十音順）祝祝 祝祝午午

（
１
面
よ
り
）

（
１
面
よ
り
）��

日 中 仏 教 文 化 交 流
洛陽・白馬寺を訪ねて

45年の交流の歴史を繋ぐ45年の交流の歴史を繋ぐ
長泉寺住職　宮 本 龍 門長泉寺住職　宮 本 龍 門

懇談する妙通師（中央）と龍門住職（左）懇談する妙通師（中央）と龍門住職（左）

中
日
友
好
の
民
意
の
土
壌
を
育
も
う

ご

挨

拶

中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事

　薛

　
　
　剣

日
本
郭
沫
若
研
究
会

郭
沫
若
と
岡
山

郭
沫
若
と
岡
山

� （第285号）（ 2 ）岡 山 と 中 国2 0 2 6 .   1 .   1



研
究
者
、
専
門
家
、
関
係
者
ら
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
基
調

講
演
、
歴
史
資
料
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
意
見
交
換
し
、
国
境
を
越

え
た
〝
内
山
精
神
〟
に
つ
い
て
熱

心
に
論
じ
交
流
し
て
い
た
。

森
川
氏
は
、
視
察
し
た
同
小
学

の
状
況
に
つ
い
て
「
圧
倒
さ
れ

た
！
」な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
、

そ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
感
動

的
に
報
告
さ
れ
た
。

外
国
語
授
業
で
は
①
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
を
英
語
で
文
章
化
②
英
語

を
正
し
く
音
声
認
識
で
入
力
③
生

成
Ａ
Ｉ
で
イ
メ
ー
ジ
を
画
像
作
成

（
生
成
Ａ
Ｉ
描
画
ツ
ー
ル
と
し
て

使
用
し
、
児
童
の
描
画
時
間
を
短

縮
）
④
生
成
さ
れ
た
画
像
を
も
と

に
英
語
で
議
論
す
る
ー
と
言
っ
た

画
期
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
学
習
で
は
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
や
人
工
知
能

の
授
業
を
実
施
、
自
校
で
授
業
も

開
発
し
て
い
る
こ
と
な
ど
。
課
題

と
し
て
は
、
教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
挙
げ
ら
れ
る
、
な
ど
。

講
演
で
は
、
何
度
も
「
驚
愕
！
」

「
圧
倒
さ
れ
た
！
」
な
ど
の
言
葉

が
飛
び
出
し
、
こ
の
先
進
的
な
取

り
組
み
が
感
動
的
に
語
ら
れ
た
。

こ
の
上
海
の
取
り
組
み
を
井
原
市

で
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ

た
。講

座
に
は
、
約
50
人
が
参
加
、

日
本
と
は
全
く
異
な
っ
た
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
中
国
流
の
外
国
語
教
育

の
実
際
に
つ
い
て
聞
き
入
っ
て
い

た
。

と
な
し
、
文
化
の
交
わ
り
を
期

す
ー
内
山
完
造
と
中
日
・
日
中
友

好
」。趣旨

は
、
上
海
側
と
岡
山
側
が

相
協
力
し
て
、
内
山
完
造
の
生
誕

１
４
０
周
年
を
記
念
し
、
足
跡
を

顕
彰
、
翁
の
友
好
の
理
念
を
将
来

に
伝
え
て
い
こ
う
と
開
か
れ
た
。

日
本
国
在
上
海
総
領
事
も
出
席

開
幕
式
は
、
19
日
、
上
海
市
の

上
海
魯
迅
記
念
館
で
開
か
れ
た
。

式
典
に
は
、
上
海
市
人
民
対
外
友

好
協
会
か
ら
陳
靖
会
長
、
在
上
海

日
本
国
総
領
事
館
の
岡
田
勝
総
領

事
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
か
ら

は
土
井
章
弘
会
長
、
そ
れ
に
内
山

一
連
の
記
念
事
業
は
、
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
と
上
海
市
人
民
対

外
友
好
協
会
、
虹
口
区
人
民
政
府

の
共
催
で
行
わ
れ
た
。
全
体
の

テ
ー
マ
は
「
書
肆
を
も
っ
て
津
梁

書
店
の
内
山
深
社
長
ら
。
出
席
者

は
各
界
か
ら
総
勢
約
80
人
に
上

り
、
に
ぎ
や
か
な
開
幕
セ
レ
モ

ニ
ー
と
な
っ
た
。

こ
の
中
で
土
井
会
長
は
「
内
山

先
生
は
中
国
で
多
く
の
友
情
を
築

き
、
戦
後
は
日
中
友
好
運
動
の
先

頭
に
立
た
れ
た
。
現
在
の
両
国
関

係
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
い

が
、
関
係
発
展
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。

完
造
出
身
の
井
原
市
か
ら
も
、

森
川
孝
一
教
育
長
と
片
岡
良
仁
文

化
協
会
会
長
ら
が
出
席
。
郷
土
出

身
の
内
山
完
造
の
功
績
を
紹
介
し

た
。魯

迅
ら
と
の
交
流
を
紹
介

展
示
会
「
内
山
完
造
と
中
日
友

好
」
展
は
、
完
造
の
生
涯
を
た
ど

り
な
が
ら
、
貢
献
ぶ
り
や
、
友
好

の
理
念
、
魯
迅
ら
と
の
交
流
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。

コ
ー
ナ
ー
は
「
内
山
完
造
と
上

海
内
山
書
店
」「
内
山
完
造
と
中

日
文
化
交
流
」「
内
山
完
造
と
魯

迅
」「
中
日
友
好
に
身
を
尽
く
す
」

の
４
部
に
分
か
れ
、
完
造
の
活
動

を
写
真
や
資
料
で
紹
介
し
て
い

た
。
岡
山
側
か
ら
も
、
資
料
が
提

供
さ
れ
た
。

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
上

海
側
、岡
山
側
双
方
か
ら
、学
者
・

中
国
の
古
今
東
西
を
訪
ね
る
講

座
（
第
４
回
）
が
、
11
月
29
日
、

岡
山
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
桑
田
町
会
議

室
で
開
か
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
中
国
最
新

教
育
事
情
・
上
海
市
虹
口
区
外
国

語
第
一
小
学
を
視
察
し
て
」。
講

師
は
、
井
原
市
教
育
委
員
会
、
教

育
長
の
森
川
孝
一
氏
。

森
川
氏
は
、
10
月
18
日
か
ら
21

日
の
日
程
で
、「
内
山
完
造
生
誕

１
４
０
周
年
記
念
訪
問
団
」
に
参

加
。
19
日
の
公
式
行
事
を
終
え
た

翌
日
の
20
日
、
上
海
市
虹
口
区
人

民
対
外
友
好
協
会
の
案
内
に
よ
り

外
国
語
教
育
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
モ

デ
ル
校
で
あ
る
虹
口
区
外
国
語
第

一
小
学
を
視
察
訪
問
し
た
。

岡
山
市
北
区
番
町
二―

三―

四
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
二
一―

一
〇
一
〇

取
締
役
社
長
　
髙

　木

　晶

　悟

株
式
会
社
　

ト
マ
ト
銀
行

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
五―

一
　

電
話
　
八
九
八―

一
一
一
一
　
　

取
締
役
　
岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　

レ
イ

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

岡
山
市
北
区
大
内
田
七
六
一―

三

（
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
内
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
八
六
）二
九
二―

五
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
九
二―

五
五
八
〇

代
表
取
締
役
　
室

　賀

　康

　史

室
賀
ネ
ジ
機
工
株
式
会
社

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
五
〇
　

電
話
　
二
六
三―

二
二
四
五
　
　

株
式
会
社
　

中
外
燐
寸
社

代
表
取
締
役
　
田
中

　礼
一
郎

〒
七
〇
〇―

〇
八
〇
七
　

岡
山
市
北
区
南
方
三―

一
〇―

四
〇

電
話（
〇
八
六
）二
二
三―

七
四
五
〇

協
会
副
会
長
　
宮

　本

　光

　研

洛
陽
に
縁
結
ん
で
半
世
紀

岡
山
市
・
洛
陽
市
友
好
都
市

　
　
　
　
　
　
　締
結
45
周
年

岡
山
市
日
中
友
好
協
会

　
　
　
　
　
　
　設
立
45
周
年

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

《祝》
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上海市虹口区外国語第一小学での懇談上海市虹口区外国語第一小学での懇談

� 開幕式のオープニング　� 開幕式のオープニング　

完造・みき夫妻が眠る「比翼塚」参拝完造・みき夫妻が眠る「比翼塚」参拝

文化交流を紹介する写真展示文化交流を紹介する写真展示

　

内
山
完
造
翁
の
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業
が
、
10
月
、
岡
山

と
上
海
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
翁
の
活
躍
し
た
主
舞
台
で
も
あ
っ

た
上
海
か
ら
、
開
幕
式
、
展
示
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
華
々
し
く

開
幕
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
日
中
を
取
り
巻
く
諸
般
の
事
情

か
ら
岡
山
で
の
開
催
は
残
念
な
が
ら
当
面
〝
延
期
〟
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
今
回
は
、
上
海
で
開
幕
し
た
記
念
事
業
の
盛
り
上

が
り
ぶ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

上
海
魯
迅
記
念
館
で
盛
大
に
開
幕

展
示
会
・
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
華
々
し
く

上
海
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
校
視
察

森
川
井
原
市
教
育
長
訪
問

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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９
／
26
…�

ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
打
合
せ

（
猪
木
、
江
草
、
林
、

松
井
）

９
／
27
…�

内
山
完
造
生
誕
１
４
０

周
年
記
念
訪
中
団
旅
行

説
明
会
（
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
桑
田
町
）

10
／
５
…�

『2025 ST
U
D
E
N
T
 

EX
CH
A
N
GE

』
選
考

会
（
県
日
中
教
育
交
流

協
議
会
主
催
）

10
／
６
…�

中
国
銀
行
上
海
事
務
所

能
登
所
長
来
局

10
／
７
…�

森
田
副
会
長
、
張
紅
教

授
来
局
（
郭
沫
若
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
協
力
）

10
／
10
…�

伊
原
木
一
衛
氏
を
訪
問

（
丸
田
産
業
。
猪
木
、

松
井
）

10
／
13
…�

早
稲
田
大
学
田
漢
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
参
加
。
内
山

隆
氏
（
内
山
完
造
甥
、

豊
田
市
）
宅
訪
問
（
松

井
）、

10
／
16
…�

岡
山
県
日
中
仏
教
文
化

交
流
訪
問
団
出
発
（
～

10
／
21
、
19
名
。
長
泉

寺
丈
心
会
。
洛
陽
、
西

安
、
上
海
）

10
／
18
…�

内
山
完
造
生
誕
１
４
０

周
年
記
念
訪
問
団
出
発

（
～
20
）

10
／
26
…�

松
本
日
中
友
好
協
会
来

岡（
相
澤
会
長
等
７
名
。

岡
山
、
牛
窓
）
研
修
及

び
交
流
会
（
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
。
協
会
か
ら

12
名
参
加
）

10
／
29
…�

内
山
完
造
展
示
会
打
合

せ
（
猪
木
、
江
草
、
林
、

松
井
）

10
／
31
…�
剣
道
教
士
八
段
竹
内
司

氏
を
訪
問
（
勝
央
町
。

来
岡
、
２
日
間
協
会
事
務
所
で
資

料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
関
連
資
料
の

デ
ー
タ
化
も
実
施
。
ま
た
、
松
井

事
務
局
長
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
も

行
わ
れ
た
。

今
回
の
調
査
目
的
は
、
岡
山
県

の
日
中
友
好
協
会
初
代
事
務
局
長

だ
っ
た
中
西
寛
治
氏
の
調
査
を
中

心
と
し
て
、内
山
完
造
か
ら
中
西
、

そ
し
て
現
在
の
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
に
つ
な
が
る
日
中
友
好
運
動

の
流
れ
を
研
究
す
る
た
め
。

お
り
し
も
、
本
年
は
協
会
設
立

45
周
年
に
あ
た
り
、
協
会
と
し
て

も
45
年
前
の
設
立
の
背
景
と
な
っ

た
経
緯
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
岡

山
の
友
好
運
動
と
組
織
実
態
な
ど

を
解
明
で
き
る
良
い
機
会
に
も
な

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
研
究
に
全

面
的
に
協
力
。
成
果
を
共
有
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

９
／
20
…�

第
４
回
理
事
会
開
催

（
協
会
事
務
所
）

高
綱
博
文
日
本
大
学
名
誉
教
授

と
池
田
尚
広
杏
林
大
学
講
師
を
中

心
と
す
る
３
人
の
研
究
者
が
、
昨

年
11
月
13
日
か
ら
２
日
間
、
故
中

西
寛
治
氏
関
連
の
資
料
調
査
の
た

め
当
協
会
を
訪
れ
た
。

高
綱
氏
は
、
上
海
居
留
民
の
研

究
で
著
名
な
学
者
で
関
連
著
書
も

多
数
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、

井
原
市
の
片
岡
良
仁
氏
の
紹
介
で

修
交
流
会
が
、
10
月
26
、
27
日
、

開
か
れ
た
。

松
本
側
は
、
相
澤
会
長
等
７
人

の
代
表
団
、
岡
山
側
は
土
井
章
弘

会
長
、
黒
住
昭
子
副
会
長
、
森
田

松
本
日
中
友
好
協
会
（
相
澤
孝

夫
会
長
）
を
岡
山
に
迎
え
て
の
研

潔
副
会
長
等
13
人
が
迎
え
た
。
一

行
は
26
日
午
後
来
岡
、
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
の
交
流
会
に
臨
ん
だ
。

交
流
会
で
は
、
土
井
、
相
澤
両

会
長
の
挨
拶
の
後
、
活
動
報
告
や

意
見
交
換
、
今
後
の
交
流
計
画
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

共
通
の
課
題
と
し
て
は
、
会
員

の
増
強
策
や
高
齢
化
対
策
へ
の
取

り
組
み
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

方
策
な
ど
に
つ
い
て
も
論
議
。
ま

た
、
双
方
の
協
会
に
よ
る
共
同
事

業
開
催
の
提
案
な
ど
も
お
こ
な
わ

れ
た
。

中
で
も
、
活
動
へ
の
若
い
人
達

の
参
加
を
ど
う
進
め
る
か
に
つ
い

て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

交
流
会
で
は
、
こ
れ
ら
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
今
後
の
協
会
同
士

の
連
携
と
発
展
を
確
認
し
合
っ
た
。

一
行
は
、
翌
26
日
、
牛
窓
に
向

か
い
、
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
牛

窓
海
遊
文
化
館
や
オ
リ
ー
ブ
園
な

ど
を
見
学
、
帰
路
に
つ
い
た
。

研
修
交
流
会
は
、
前
年
の
岡
山

側
の
松
本
市
訪
問
に
続
く
も
の

で
、
相
互
理
解
と
連
携
を
深
め
た

２
日
間
と
な
っ
た
。

松
井
）

11
／
５
…�

郭
沫
若
講
演
会

　
　
　
　

�

（JU
N
K
O
 H
A
LL

。

１
６
５
名
参
加
、
協
会

後
援
）

11
／
７
…�

岡
山
市
国
際
課
と
来
年

の
友
好
都
市
締
結
45
周

年
記
念
事
業
打
合
せ

（
市
国
際
課
、
松
井
）

11
／
７
…�

高
市
総
理
が
国
会
で

「
台
湾
有
事
」
発
言

11
／
10
…�

ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
最
終
打

合
せ

11
／
13
…�

日
本
大
学
高
綱
博
文
先

生
等
３
名
来
局
（
～

14
。
協
会
の
中
西
寛
治

資
料
調
査
）

11
／
15
…�

国
際
交
流
研
究
会
・
岡

山
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
15
周

年
記
念
式
・
講
演
会（
県

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

11
／
18
…�

井
原
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
。
上
海
よ
り
展
示

作
品
返
却
、立
会
い（
片

岡
良
仁
氏
、
松
井
）

11
／
19
…�

土
井
会
長
に
面
談
、
内

山
完
造
生
誕
１
４
０
周

年
記
念
事
業
延
期
を
協

議
（
岡
山
旭
東
病
院
）

関
係
者
に
通
知
。

11
／
20
…�

岡
山
市
庭
園
都
市
計
画

課
会
議
参
加
（
松
井
）

11
／
26
…�

第
５
回
理
事
会

11
／
29
…�

最
新
中
国
教
育
事
情
～

上
海
市
虹
口
区
外
国
語

第
一
小
学
を
訪
問
し
て

～
井
原
市
教
育
長
森
川

孝
一
氏
講
演
会
（
岡
山

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
桑
田
町
）

12
／
６
…�

２
０
２
６
協
会
総
会
・

互
礼
会
実
行
委
員
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
、
事
務

所
）

▼
昨
秋
10
月
、
上
海
魯
迅
記
念
館

で
内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
記

念
と
銘
打
っ
た
展
示
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

海
市
友
好
協
会
や
虹
口
区
の
関
係

者
ら
多
数
が
参
加
、
加
え
て
在
上

海
日
本
総
領
事
も
駆
け
つ
け
、
日

本
か
ら
の
訪
問
団
も
20
名
が
参
加

し
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
▼
本
来
な
ら
ば
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
12
月
半
ば
に

は
、
岡
山
で
同
様
の
催
事
を
開
催

し
て
い
る
は
ず
で
し
た
。
が
、
11

月
７
日
、
高
市
早
苗
首
相
の
例
の

台
湾
有
事
発
言
が
飛
び
出
し
、
中

国
の
大
反
発
が
巻
き
起
こ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
交
流
が
ス
ト
ッ

プ
。
予
定
し
て
い
た
交
流
事
業
の

す
べ
て
が
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
連
日
、
日
中
間
の
航
空

便
の
取
消
し
が
発
表
さ
れ
、
双
方

の
往
来
が
冷
え
込
ん
で
し
ま
う
有

様
▼
協
会
活
動
に
携
わ
っ
て
45

年
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
交
流
断

絶
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
中

国
の
要
人
が「
是
可
忍
孰
不
可
忍
」

（
絶
対
に
こ
れ
は
我
慢
が
で
き
な

い
）
と
極
め
て
厳
し
く
重
み
の
あ

る
発
言
を
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の

事
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
し
か

し
、こ
の
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、

活
動
の
歩
み
を
止
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
内
山
完
造
先
生
は
、

今
日
の
何
倍
も
厳
し
い
環
境
の
中

で
友
好
を
訴
え
続
け
ら
れ
た
の
で

す
▼
協
会
設
立
45
周
年
の
本
年
、

今
こ
そ
内
山
精
神
に
学
び
、
日
中

共
同
声
明
を
厳
守
し
、
両
国
民
と

手
を
携
え
、
平
和
共
存
の
大
道
を

歩
む
年
に
し
た
い
。　

�

（
松
）

ご案内　
表
記
の
行
事
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
万
障
繰
り
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
２
０
２
６
年
２
月
11
日
（
水
曜
日
・
祝
）

　
◎
定
期
総
会
（
午
前
９
時
半
よ
り
）

　
　
２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
、収
支
計
算
書
報
告
、監
査
報
告

　
　
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
書
案
、
活
動
予
算
書
案
等

　
◎
新
春
互
礼
会
（
午
前
10
時
半
よ
り
13
時
半
）

　
　
〔
第
一
部
〕
記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
泉
川
友
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
建
設
的
か
つ
安
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
中
関
係
を
目
指
し
て
」

　
　
〔
第
二
部
〕
懇
親
会

﹇
場
所
﹈
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

　
　
　
　
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
西
口
）

﹇
会
費
﹈
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　※

詳
細
は
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
設
立
45
周
年
記
念

２
０
２
６
年
度（
令
和
８
年
度
）

総
会･

日
中
友
好
新
春
互
礼
会

共同事業の提案も出た交流会共同事業の提案も出た交流会

協会事務所での調査・資料精査協会事務所での調査・資料精査

松
本
日
中
と
岡
山
で
交
流
会

相
互
連
携
と
発
展
対
策
を
論
議

高
綱
日
大
名
誉
教
授
ら
来
岡

「
中
西
寛
治
資
料
」
を
現
地
調
査

意見交換する相澤会長（中央）と土井会長（右）意見交換する相澤会長（中央）と土井会長（右）
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